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 高品質の水稲栽培に励む松村孝徳さん（南九州市知覧町） 
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■
節
目
の
年
に
回
っ
て
き
た
大
役

　
就
農
し
て
五
十
年
の
節
目
を
迎
え
た
年
に
、新
嘗
祭
の
献
穀
者

と
い
う
名
誉
あ
る
役
目
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
大
変
嬉
し
か
っ
た

で
す
。依
頼
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
、本
当
に
自
分
で
い
い
の
だ
ろ

う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、家
族
や
周
り
の
人
々
が
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
た
お
か
げ
で
、頑
張
っ
て
栽
培
に
励
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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就
農
五
十
年
目
の
節
目
の
年
に

�

真
心
こ
め
て
新
嘗
祭
献
穀
米
を
栽
培



　
南
九
州
市
か
ら
の
献
穀
は
十
年
ぶ
り
で
、
私
が
住
む
中
福
良
地

区
か
ら
は
初
め
て
の
献
穀
と
聞
き
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
の
代
表
と

し
て
献
穀
米
を
栽
培
し
た
こ
と
を
大
変
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

　■
こ
れ
ま
で
以
上
に
慎
重
だ
っ
た
水
稲
栽
培

　
今
年
産
は
、
病
害
虫
被
害
が
少
な
く
、
順
調
に
生
育
し
ま
し
た

が
、
台
風
の
襲
来
時
に
は
、
非
常
に
心
配
し
ま
し
た
。
倒
れ
る
と

米
の
品
質
が
極
端
に
落
ち
て
し
ま
う
の
で
、
水
稲
や
圃
場
の
状
態

が
気
に
な
っ
て
、
そ
の
日
の
夜
は
寝
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
幸
い
に
倒
伏
は
な
く
、
無
事
に
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
例
年
よ
り
も
圃
場
に
足
を
運
び
、
水
の
管
理
を
慎
重
に

行
い
ま
し
た
。
今
年
は
三
㌶
を
栽
培
し
ま
し
た
が
、
献
穀
米
圃
場

だ
け
で
な
く
、
栽
培
す
る
す
べ
て
の
圃
場
も
同
じ
よ
う
に
手
を
か

け
ま
し
た
。

　
献
穀
田
に
は
看
板
を
設
置
し
て
い
た
の
で
、
地
域
住
民
の
方
々

も
気
に
か
け
て
く
れ
て
、
励
ま
し
の
声
を
か
け
て
く
れ
た
こ
と
が

大
変
嬉
し
か
っ
た
し
、
そ
の
声
が
や
る
気
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
栽
培
や
管
理
方
法
に
つ
い
て
尋
ね
て
き
て
く
れ
て
、

私
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
い
て
実
践
し
た
人
の
水
稲
の
株
が
し
っ
か

り
張
り
、
き
れ
い
に
育
っ
て
い
ま
し
た
。
地
域
全
体
の
高
品
質
栽

培
に
貢
献
で
き
た
の
で
は
と
感
じ
、
自
分
自
身
の
栽
培
方
法
を
見

直
す
い
い
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　■
人
生
で
大
き
な
経
験
が
で
き
た

　
九
月
二
十
九
日
に
は
、
Ｊ
Ａ
や
関
係
機
関
協
力
の
も
と
、
無
事

に
抜
穂
祭
を
執
り
行
い
、
収
穫
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
天
皇
陛
下
へ
の
謁
見
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
宮
中
の
重
要
な
行
事
に
携
わ
れ
た
こ
と
は
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
糧
に
、
今
後
も
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
高
品
質
生
産
に
努
め
た
い
で
す
。
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南さつまTOPICS

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
助
け
あ
い
組
織
「
に

じ
」
の
会
は
九
月
三
十
日
、
南
九
州
市

の
川
辺
保
健
セ
ン
タ
ー
で
介
護
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
家
の
光
を
活
用
し

て
高
血
圧
や
糖
尿
病
予
防
な
ど
様
々
な

健
康
効
果
が
期
待
さ
れ
る
「
減
塩
」
料

理
を
学
び
ま
し
た
。
同
会
が
取
り
組
む

「
Ｊ
Ａ
健
康
寿
命
一
〇
〇
歳
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
一
環
で
、
家
事
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
企
画

し
、
会
員
十
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
生
活
指
導
員
の
指
導
の
も
と
、
参

加
し
た
会
員
ら
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
四
品
を
作
り
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
県
経
済
連
は
十
月
四
日
、
南

九
州
市
に
二
〇
二
三
年
六
月
の
開
業
を

予
定
す
る
南
薩
地
域
広
域
配
送
拠
点
施

設
の
起
工
式
を
行
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
関

係
者
や
施
工
業
者
ら
約
四
十
人
が
出
席

し
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
県
経
済
連
は
、
Ｊ
Ａ
域
を
超
え
た
購

買
品
の
配
送
体
制
構
築
と
広
域
配
送
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
取
り
組
み
、
Ｊ
Ａ
の

購
買
業
務
の
負
担
軽
減
や
物
流
コ
ス
ト

低
減
に
よ
り
、
生
産
者
の
コ
ス
ト
低
減

や
組
合
員
対
応
の
充
実
を
目
指
し
ま

す
。

協力して減塩料理を学ぶ会員ら

工事の安全を祈願しました

　
南
九
州
市
茶
業
振
興
会
知
覧
支
部
加

工
部
会
は
九
月
二
十
六
日
、
研
修
会
を

開
催
し
、
生
産
者
や
行
政
、
Ｊ
Ａ
な
ど

約
四
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
各
品
評
会
の
結
果
が
報
告

さ
れ
、
第
七
十
六
回
全
国
茶
品
評
会
の

普
通
煎
茶
十
㌔
の
部
で
農
林
水
産
大
臣

賞
に
輝
い
た
㈱
枦
川
製
茶
の
代
表
・
枦

川
克
可
さ
ん
に
、
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
の
山

下
良
行
組
合
長
が
金
一
封
を
贈
り
、
受

賞
を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
二
年

産
の
生
産
実
績
や
今
後
の
活
動
計
画
、

振
興
方
策
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
は
、
女
性
職
員
を
対

象
に
人
材
育
成
と
「
活
力
あ
る
職
場
づ

く
り
」
を
目
的
と
し
た
、
コ
ア
人
材
育

成
塾
を
開
講
し
ま
し
た
。
受
講
生
六
人

が
全
三
回
の
講
座
で
、
県
中
央
会
や
外

部
講
師
を
招
き
、
女
性
が
い
き
い
き
と

活
躍
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て

研
修
を
行
い
ま
す
。

　
十
月
五
日
に
は
、
Ｊ
Ａ
本
所
で
開
講

式
を
開
催
し
、山
下
良
行
組
合
長
が「
研

修
や
意
見
交
換
な
ど
を
通
じ
て
知
識
や

視
野
を
広
げ
、
有
意
義
な
研
修
に
し
て

ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

生
産
・
活
動
状
況
を
確
認

南
九
州
市
茶
業
振
興
会

女
性
目
線
で
職
場
づ
く
り

コ
ア
人
材
育
成
塾

介
護
研
修
で「
減
塩
」料
理
調
理

Ｊ
Ａ
助
け
あ
い
組
織「
に
じ
」の
会

工
事
の
安
全
を
祈
願

Ｊ
Ａ
広
域
配
送
拠
点
施
設

枦川さん（右）に金一封を贈ったＪＡの山下組合長（左）

活力ある職場づくりに向けて研修に臨む受講者ら
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　だんだん秋らしくなってきました。皆さん
ハツラツとグラウンドゴルフやゴルフ、ゲート
ボールを楽しんでいらっしゃる写真を見て、
私もスポーツを楽しみたいなと思いました。

（枕崎市　Ｓ．Ｎさん）

　年金友の会をはじめ、ＪＡが開催する大
会にはいつも多くの組合員の皆様に参加
していただいています。年齢を感じさせな
い、元気はつらつでプレーを楽しむ姿を見
て、私も負けてられないなと思わされます。

おたよりコーナー

　和牛オリンピックが開かれ、鹿児島県勢の
結果を知り、畜産関係者の方々が全力で牛
を育ててきた努力が報われたのではないか
と感じました。

（南九州市　Ｎ．Ｈさん）

　全国和牛能力共進会（全共）での鹿児島
県勢の好成績は、県内の畜産関係者のみ
ならず県民の皆様にとっても明るいニュー
スとなったかと思います。全共の様子は来
月号で紹介しようと思います。

このコーナーでは管内在住のお子様や、元気に明るく働く女性を掲載
いたします。自薦・他薦でもよろしいですので、ご希望の方は、総合
対策部　くらし広報課 TEL0993-58-7117 まで、ご連絡下さい。
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　忠柾くん、虎汰朗くん、悠真くんの元気な
３兄弟です。「たたかいごっこ」や外遊びをし
て仲良く遊んでいます。最近は水族館に行っ
て、家族みんなで楽しい時間を過ごしました。

寺
てら

師
し

　忠
ただ

柾
まさ

くん（４）

虎
こ

汰
た

朗
ろう

くん（３）

悠
ゆう

真
しん

くん（１）

「兄弟仲良く元気に育ってほしいです」
寺師　忠之さん・奈菜さん

南九州市知覧町
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